三井住友海上福祉財団　研究助成申請書

令和７年　　月　　日

公益財団法人　三井住友海上福祉財団　御中

私は貴財団の「研究助成応募要項」に記載された内容を承知し、下記のとおり助成を申請します。

	応　募　分　野
（いずれかを抹消）
	交通事故・各種災害の防止等　・　高齢者福祉


＜助成上限金額：１件２００万円＞

	(ふりがな)

 eq \o\ad(研究代表者,　　　　　　　)
	
	代表者以外の

共同研究者数
	名

	
	
	
	

	現　　　　　職

(所属機関・職名)
	

	所属機関の所在地
	〒
	TEL: 

	
	
	

	
	Ｅ-mail: 
	

	最終学歴・学位
	

	生年月日・年齢
	　　　　年　　　月　　　日　（　満　　　歳）

	連　絡　先
(所属機関と異なる場合)
	〒

Ｅ-mail:
	TEL: 

	［研　究　課　題］（日本語で記載）


	［研　究　概　要］（研究の目的、方法、社会的意義など）



	 eq \o\ad(研究期間,　　　　　　　)
	　　　　年　　月　　日より　　　　年　　月　　日まで　（　　　　ヵ月間）

	助成希望金額（Ａ）
	万円
	研究費総額（Ｂ）
	万円
	差額（Ｂ―Ａ）
	万円

	差額（Ｂ―Ａ）の

調達方法内訳
	他機関から
	名称①　　　　　　　　　　　　：　　　万円（決定・申請中・申請予定）

	
	
	名称②　　　　　　　　　　　　：　　　万円（決定・申請中・申請予定）

	
	所属機関から
	万円（確定・予定）
	自　費
	万円


（財団内処理事項）

	 eq \o\ad(助成番号,　　　　　)
	
	決定年月日
	
	検

印


	専務理事
	担当者

	
	
	
	
	
	
	

	受付年月日
	
	 eq \o\ad(決定金額,　　　　　)
	万円
	
	
	

	研究計画の概要（原則１ページ、最大でも2ページにまとめてください。）
1 研究内容・時期・方法等


	2 本研究の社会的意義、独創性、実用性。学界における研究動向との関係


	3 研究における倫理的配慮（倫理審査委員会の承認を得ている場合は、委員会の名称・承認番号も記載）


	4 申請者の本研究についての研究実績と準備状況（著書、論文は４頁に記入）


	5 当財団による助成の必要性（他から援助の受けにくい理由）



申請助成金の使途内容
［記入方法等］
1． 機材備品費：金額は研究費総額の３０％以内を目安とします。カタログと見積書（写）を添付のこと。

2． 委託費：外部委託の金額は研究費総額の３０％以内を目安とします。３０％を超える場合は、別途理由書を提出すること。また、プログラム開発費等システム構築のための費用で３０万円を超えるものについては、見積書（写）を添付のこと。

3． 次のものは助成対象外です。
①パソコン、ビデオ・デジタルカメラ、OS、事務用ソフト、統計解析ソフト等汎用性のある機器・ソフトウエアの購入費
②研究者（代表、共同）自身への謝金・手当

③研究成果発表のための費用（印刷費、翻訳・校閲費、投稿料、会議参加旅費など）
④研究者の所属する機関の間接経費および一般管理費（いわゆるオーバーヘッド）
4． 経費の費目と使途内容：次のように分類して具体的に記入して下さい。(　　)内は使途対象の例。

「謝金」（研究協力者・補助者）、「委託費」（調査、プログラム開発）、「消耗品費」（実験動物、試薬、

文具、データ記録媒体）、「会議費」（会場費、茶代）、「旅費」＜旅程、目的を説明欄に記載＞、「資料費」、「印刷複写費」、「その他経費」＜説明欄に具体的に記載＞
	使　　　　途
	金　額（万円）
	説　　　明

	機材備品費
	（明　細）
	
	

	
	小　　　　計　　　　　（１）
	
	

	経　　　　　　費
	（費　　目）


	（単価、数量等）

	
	

	
	小　　　　計　　　　　（２）
	
	

	助成希望金額　（１）＋（２）
	
	←１頁の「助成希望金額（A）」に一致

	その他の資金
	使　途　概　要
	金　額（万円）
	説　　明

	
	
	
	

	
	その他調達予定額計　（３）
	
	←１頁の「差額（B－Ａ）」に一致

	研究費総額　（１）＋（２）＋（３）
	
	←１頁の「研究費総額（B）」に一致


	代表者の略歴（学歴、職歴等）

	年　　　月
	

	
	

	共同研究者と役割分担（共同研究者とは本研究に常時参加する方です。）

	（ふりがな）
氏　　　　名
	所属研究機関・職名（現在の専門）
	最終学校名
卒業年
	学　位
	年齢
	本研究計画における役割分担

	
	
	
	
	
	

	代表者の本研究に関連する主要な実績（著書、論文等最近５年以内のもの）

	

	代表者が他の研究課題について受ける助成（代表者として申請済または本年中に申請予定のもの）

	 eq \o\ad(研究課題,　　　　　　)
	助成機関または

助成金の名称
	助成申請額

(万円)

	
	
	

	代表者の当財団からの助成歴（最近５年以内のもの、財団賞・財団奨励賞を含む）

	無　・　有　　　　　　　　※共同研究者として助成を受けた場合は（　）内に代表者名を記載

①　　　　年度　　　　万円（　　　　　　　　　）

②　　　　年度　　　　万円（　　　　　　　　　）

③　　　　年度　　　　万円（　　　　　　　　　）

	研究成果の公表予定（専門雑誌名、学会名、公表時期等）

	


※申請書（添付書類を含む）は左上でホッチキス止めしてまとめてください。

＜お願い＞





・申請書・理由書の本文は黒文字のみで記載してください。�ただし、挿入するグラフ・図・表はわかりやすくするため色付きにすることは�構いません。





・文章の重複が無く簡潔に記載することに留意し、既定の頁数を順守してください。





当内容を確認いただきましたら、本テキストボックスを削除してください。
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